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こころひとつにフェスティバル ～地域の方々にもふるまう～ 

5 月 21 日、京都教会において青年の日「こころひ

とつにフェスティバル 2017」（青年部主催）が開催さ

れ、多くの会員や地域の方々の参加がありました。 

  

京都教会全館を開放し、体育館にはこころひとつに

フェスティバルのフラッグが掲げられました。法座席

にはバザー販売、ビーズアクセサリー販売、体験ビー

ズ作りコーナーが設けられ、地下 1 階の食堂ではカラ

オケコーナー、玄関のスペースでは焼きそば、パンと

コーヒー等の販売、一食を捧げる運動コーナーが設け

られました。一食を捧げる運動のコーナーでは支援国

の国旗クイズが行われ、子供たちが正解すると募金箱

が手渡されました。 

また開催と同時に地域清掃が行われ、２コースに分

かれて歩きながらゴミ拾いをし、日頃お世話になって

いる地域を綺麗にしました。もともとゴミが放置され

ていることもなく綺麗だったことから、地域の皆さん

の努力を垣間見たように感じました。 

焼きそばコーナーでは壮年部員さんが青年部員さんに

一つひとつ教えながら作り、300 食限定で地域の方々 

を優先に無料で配布されました。粟田学区歩こう会の

方々約６０名はこの日に合わせて教会に立ち寄られ、

お弁当用として焼きそばを手渡した後は目的地まで出

発をされました。 

バザーの最中には近隣の方にも参加して頂き、楽し

いねと言って頂けたことが印象的でした。また観光客

の外国人グループも参加され、法座席まで案内すると

旅の思い出に色々な品物を手に取って品定めをされて

いました。会員の中でも英会話が得意な人やそうでな

い人もコミュニケーションを取りながら、バザー品を

勧めていました。 

閉会式で責任者の村上男子部長さんはバザー収益金

116,120 円を熊本の震災支援に充てることの報告

と、何よりみなさんのお陰で出来たことに感謝の気持

ちを述べられました。 

最後に佐藤教会長さんは熊本の被災された方を忘れ

ないことが大切だと述べ、またバザー会場を法座席に

したことで近隣の方々にもご本仏さまを見て頂けたと

喜びの気持ちを発表されました。そしてテーマである

「こころひとつ」について触れ、なかなか他人同士で

は心一つになることが難しいが、仏さまに心を合わせ

ると一つになれるとご指導下さいました。 

今回のこの行事を通して私たち一人ひとりが仏さま

の働きにならせて頂き、明るく、優しく、温かい人に

なって、社会に大きな喜びを与えられるようにしてい

きましょうと更なる精進を施され結ばれました。 
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平成２９年、私たちは「育てよう若い力！ 一日一軒、出会いに行こう！」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～「愚痴をいわない」～ 伏見支部 学生部 野村 尚平 

今月は、伏見支部 学生部の野村が担当をさせてい

ただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今月の会長先生のご法話は「愚痴をいわない」です。 

会長先生は「愚痴」という熟語を用いて、不平不満

を口にしがちな我々に、その原因となるものと、「真

実の道理」を知ることで、愚痴をこぼしそうなときに

智慧の心がそれを鎮めてくれる。と説かれています。  

 僕は、今現在、大学 4 回生で就職活動の真っ最中で

す。ですが、ほとんど行動しないまま、ずるずると就

職活動の良い時期を過ごしてしまいました。必死に活

動をする意欲が湧かないと言い、筆記試験などの事前

準備や、面接から逃げて、だらだらと過ごしていると、

研究室の活動も疎かになり、怠惰に過ごしてしまって

いたのです。 

当然、両親からは「就職活動もまともにしないでどう

するつもりなんだ」とお叱りを受けました。そこでふ

と、会長先生のご法話を読ませていただいて、愚痴が

多くなっていることに気が付きました。「怠い、面倒

くさい、やる気が出ない」 

ご法話にある「言っても仕方がないこと」を言って、

自分自身が間違ってはいないのだと、傲慢になってい

ることに気が付きました。ふと我に返ってみると、大

学の授業をサボりがちになったり、遅刻が多くなった

りと、怠惰に大学生活を過ごしてきた影響が出たのだ

と思います。 

しかし、これらのことに、僕は気づいてはいたので

す。遅刻は良くないことだと。後々に影響が出てくる

から普段から気を付けるべきだと言われ続けてきた 

ことですし、自分に言い聞かせてきたことです。 

しかし、いつからか多少授業を休んでも単位はもら

えるなら問題ないと、タカをくくってしまっていたの

です。実際、説明会が午前中にある日に、寝坊をして

しまい、結局行かなかったこともありました。 

この大学生活でそれがどんどん蓄積され、心をも怠

惰になり、愚痴をこぼすだけのものになってしまった

のです。 

 ご法話の一説には、『愚痴の対象が「自分に大切なこ

とを教える仏の説法だった」と思えたとき智慧の心が

はたいらいている』とあります。 

僕の場合、愚痴の対象はほとんど、両親や大学の教

授でした。その存在は、全て僕のことを思い、「これは

為にならないから」、「こうすれば力がつくから」と助

けてくれる存在です。 

それはすなわち、『自分に大切なことを教えてくれ

る』存在なわけです。確かに僕は、それらの言葉を「面

倒くさい」の一言で片づけ、愚痴を言い、無下にして

きました。 

この時の僕は、彼らを＂嫌な存在＂という認識をし

てしまいました。しかし、今、ご法話を読ませていた

だいたお陰さまで、『愚痴の対象が「自分に大切なこと

を教える仏の説法だった」』と思えることができまし

た。 

ですので、今まで無下にしてきた両親や大学の教授

からいただいた思いを大事にして、これからの就職活

動に臨みたいと思います。ありがとうございました。         

 合掌 

 

「近畿ダーナ大聖堂参拝」のお知らせ ～さあ行こう！！気づけば変わる、幸せへの旅～ 

 ９月１７～１８日に近畿支教区主催による壮年部本

部参拝が開催されます。 

場所：法輪閣 

対象者：壮年部員、次期壮年部員 

参加目標人数：1,000 名（近畿支教区 11教会） 

昨年の9月に大阪普門館で開催した近畿支教区壮年

布教大会（テーマ：「まってるでえ、めっちゃええおっ

ちゃん！」）では事前に手どりの中で実感したものを持

ち寄って熟議という形で話し合う体験共有型の大会

で、大変意義のあるものになりました。京都教会から

も 28 名が参加しました。その大会の締めくくりとし

て「危機感と喜喜観をもって手取り環状線をエエ縁に

走る」という近畿壮年部共通のスローガンが掲げられ

ました。今回の本部参拝では一人でも多くの壮年の方

に大聖堂・ご本尊さまのもとで夢や願いに向けた気づ

き、生かされているいのちへの感謝を持ち帰っていた 

だきたいと願っています。現在、実行委員会による打

ち合わせが行われおり内容が検討されています。今後、

この紙面においても詳細を掲載していく予定です。 

 

 

光祥さま直筆による 
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「沖縄・高校の翼」に参加して ～宇治支部 田中沙友里～ 

第 7 回近畿支教区「沖縄・高校の翼」（3 月 30 日～4 月2 日に実施、参加者19 名）に参加された田中沙

友里さんが参加後、日頃の生活の中で体験されたことを投稿して下さいました。 

ある日、私は友達と LINE グループで話していまし

た。その内容は、北朝鮮のミサイルが飛行に失敗した

という話でした。私は、沖縄へ行って戦争について学

ばせて頂きました。その学んだことを友達に伝え、二

度と戦争を起こさないために、選挙に若者が行かなけ

ればいけないと言うことを、「友達ひとりひとりの心に

ちゃんと伝わるように話をしたいなあ」と、思ってい

ました。なので、いま私が学んできたことを最大限に

発揮し、話さないといけないことだと思って友達に話

しをしました。 

友達は「戦争をして欲しくない。まだまだやりたい

ことがあるのに、それをやり残してしかも死に方が戦

争で死ぬとか、ありえへん」と、言いました。その友

達に対して「戦争をする国にしないためには、今の若

者が選挙に行ったら、今の日本の政治は変わると言わ

れるくらい、選挙に行かなあかんねんで。今の日本の

若者は、平和ボケしてるから、戦争が起きることや、 

選挙に無関心やけど、これからは選挙に行かなアカン

時代やねんで」と、言いました。 

すると、いちばん私が言ったことを素直に聞いてく

れないだろうなあと思っていた友達が、「行く。選挙に

行く時、みんなで行こな。絶対に戦争起きて欲しくな

い!!」と、素直に聞いてくれました。 

私の考えを、ただ押し付けて話すのではなく、本人

の考えがそうゆう風に変わったことが、私はとても嬉

しかったです。そして、こんな風に簡単に選挙に行く

と思ったり言ってもらえる人が、一人でも多くなった

ことを、誇らしく思いました。 

 

沖縄で立てた目標を、仏さまがお計らいして下さっ

たからこその事なんだろうなあと思います。これを機

に、もっと私の周りの人が「選挙に行く!!」と、思って

もらえるように、私が学ばせてもらったことを話して

いきたいと思います。           合掌 

 

会員教育 ～教師・準教師資格者が研鑽～ 

5 月 14 日、教会法座席において教師・準教師者対

象の教師資格者教育が行われ、約１７０名が本部儀式

行事グループの川村主任さんから指導を頂きました。 

はじめに儀礼・儀式についてや日頃何気なく行って

いるご宝前での所作の意味を教えて頂きました。また

「仏さまにお供えする気持ちが大切で要は真心だ」と

述べられると参加者は大変納得した様子でした。心と

形は車の両輪であって、心は形に現れ形は心を求める。 

そして心を大きくするには会長先生の年頭法話・ご親

教や毎月のご法話を自分のものにしていくことが大事

だと教えて頂きました。 

研修後には活発な質疑応答が行われ、最後に佐藤教

会長さんから模範的な信者となるように、そして有り

難く、尊くなるようにお役を務めていきたいと結ばれ

ました。 

 

ポスター ～宇治支部 岩田かよ～  佼成５月号の「おかげさま」に掲載されました。 

夫（好市・71）に進行性核上性麻痺という難病が発

覚したのは７年前です。脳内の神経細胞が減少するこ

の病は、歩行や眼球運動などの障害のほか、進行する

と体が動かなくなります。夫は自宅療養を続けていま

したが、四年前から寝たきりの入院生活をおくってい

ます。 

 おしゃべりで、人を楽しませることが好きだった夫

が、いまでは言葉を発しなくなり、呼びかけに対して

も少し首を傾けて反応する程度です。私にとっては生

きてくれているだけで心の支えになっています。でも、

建築士で職人気質だった夫が「こんな状態になってま

で生きていたくない！」と思うのではないかと、複雑

な気持ちでいました。 

今年の一月上旬、私は佼成会京都教会の宇治道場を

参拝しました。そのとき、ふと佼成会のポスターが目 

にとまりました。そこには「生きてるだけで、金メダ

ル」と書かれていたのです。 

 その文字を見たとき、「お父さんも金メダルなんだ。

どんな姿であっても、いま、命あることが尊いことな

のだ」と心の底から感じました。 

 翌日、私は入院中の夫のもとに行き、「お父さんは金

メダルなんよ。ありがたいね」と耳元で伝えました。

夫から何か応答があるわけではありません。けれど、

命をいただいていることに感謝をしていこうと心が定

まりました。 

 一方的ではありますが、病をとおして夫との会話が

増え、寄り添いたいという気持ちが強まりました。こ

れからも、夫婦ですごせることに感謝し、夫とともに

歩んでいきます。 
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法華経にみる平和の教え『法華経の世界観』～庭野開祖著『平和への道』より～ 

前回は「宗教協力の意義」について学びました。続きにその「宗教協力」と「平和活動」の関係を述べられ

ています。最近、自己主張しかせず、相手の立場に立ってものごと考えようとしない風潮があるように感じて

いますが、心を立て直すことしか、平和な世界を築き上げることはできないと教えられます。  （編集部） 

 すべての大宗教は、その根底において人類愛を説き、

心の平和を説いています。そういった宗教の信仰者は、

少なくとも信仰をもたない人よりは、はるかに強い平

和への願望を持ち、すべての人間に対する愛情を持ち、

しかも、その願望と愛情を行動に現わす術を知ってい

ます。ですから、信仰者こそは、人類の差別を超え、

国家の別を超えて、一つ心に結び合える可能性を最も

多く備えている人間である――と、わたしは確信する

ものです。そう確信すればこそ、宗教協力に懸命の努

力を払っているものであり、宗教協力とは、そのよう

な深い心の結び付きの上に、強い平和の砦を築くこと

にほかならないのです。 

 一方においては、「信仰者であればこそ、協力する

ことは難しい」という論をなす人もあります。これま

での信仰者に見られた独善性・排他性を振り返ってみ

ると、確かに、そのような憂いがないわけではありま

せん。しかし、それは、これまでの信仰者が形の上の

信仰の相違点だけにとらわれて、その奥にある共通点

を見ようとしなかったからのことであって、ほんの少

しだけでも心を広く持って、他の宗教の本義を考えて

みる努力をするならば、そのような憂いも一掃される

ものと信じます。 

 わたしたちが、人間や、他の生物や、いろいろなも

のごとを見たり、考えたりする場合、相違する点を細

かに見つけていく生き方と、同一な点に目を付けて考

える生き方があります。 

  ＜中略＞ 

 人間同士が仲良く暮らし、平和に生きていくために

は、お互いの違っている点よりも、同一の点を見てい

くほうがよいことは、ほぼわかっていただけたことと

思いますが、これは、わたしが事新しく言い出した理

論ではなく、二千五百年も前に、釈尊が、ちゃんと教 

てくださっているのです。そのギリギリの究極の哲理

を示されたのが、『無量義教』の次の教えです。 

 「まさに一切諸法は、おのずから本・来・今、性相

空寂にして無大・無小・無生・無滅・非住・非動・不

進・不退、なお虚空のごとくニ法あることなしと観察

すべし。しかるにものもろの衆生、虚妄に是は此是は

彼（これはしこれはひ）、是は得是は失と横計して、

不善の念をおこしもろもろの悪業をつくって、六趣に

輪廻し、もろもろの苦毒を受けて、無量億劫みずから

出ずることをあたわず」 

（意味） 

 「この世のあらゆるものごとの奥にあるのは、ずっと変わること

なく、一切が平等で、大きな調和を保った世界です。肉眼で見え

る境は、大きいとか小さいとか、生ずるとか滅するとか、止まっ

ているとか動いているとか、進むとか退くとか、さまざまな差別

や変化があるように見えますが、その根本においては、ただ一

つの心理に基づく、ひといろの世界であることを見極めねばなら

ない。ところが多くのひとびとは、あれこれと差別し、得だ、損だ

と勝手な計算をして、良くない心を起こし、悪い行いをなし、六道

（地獄・餓鬼・畜生・修羅・人間・天上）をグルグル回って、いろい

ろな苦しみを受け、その境界から抜け出せないでいる」 

 というわけです。 

 現在の人間の状態をみると、まったくそのとおりだ

と嘆息せざるをえません。富の分配をめぐって階級が

対立し、物の貪り合いから国と国が争い、伝統的な差

別感情から民族と民族が戦い、主義や体制の違いから

お互いにいがみ合うというありさまで、地球上にいざ

こざが尽きるときはないのです。 

 この危機、不幸な状況から人間を救うものは何か？

それは心、心の立て直しです。釈尊が喝破されたとお

り「三界は唯心の所現」ですから、心を立て直すほか

に、恒久平和を地上に打ち立てる方法はありません。 

 

６～７月の主な教会行事 ●メッセージ 

6 月 1日(木) 

4 日(日) 

10 日(土) 

14 日(水) 

15 日(木) 

25 日(日) 

7 月 1日(土) 

4 日(火) 

9 日(日) 

10 日(月) 

15 日(土) 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

7:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

10:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

議員懇話会 

釈迦牟尼仏ご命日 

水子供養 

朔日参り 

開祖さまご命日 

滋賀・奈良・京都壮年交流法座 

脇祖さまご命日 

盂蘭盆会・釈迦牟尼仏ご命日 

秋篠宮眞子さまの婚約報道があり、最近の国内外の

ニュースから一転、嬉しい気持ちになりました。それ

と共にお相手の小室さんは 25 歳の若さであの落ち着

き、礼儀正しさで拝見しているこちらも気持ちよくな

ります。幼くして父親を亡くされ、ご自身も学生時代

はアルバイトをして学費を捻出されていたようで苦労

人の印象があります。ご本人のお人柄が素晴らしいの

はもちろんですが、お母さんをはじめ周りの方々の影

響も大きいのではないかと推察します。人格形成にお

いてふれる縁の大切さを改めて教えて頂いたように思

います。 
 


